
兵庫既存住宅活性協議会兵庫既存住宅活性協議会
事業目的と目標

テーマ：「安心の架け橋」

既存住宅の流通を活性化させるため
には、消費者の不安を払拭すること

↓
信頼のおける組織が 消費者ニ ズに信頼のおける組織が、消費者ニーズに
応える手立てを講じ、安心を届けること

1



事業目標 兵庫既存住宅活性協議会

1消費者に信頼される組織づくり1.消費者に信頼される組織づくり

2分かりやすく使いやすい商品の提供2.分かりやすく使いやすい商品の提供
（名称：フェニーチェパック）

3.普及と啓蒙、アドバイザー・インスペクター養成

4.行政や協力団体との連携

5. 「耐震」に関するインスペクションの標準化
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兵庫既存住宅活性協議会協議会組織体制について

消費者に信頼される組織づくり
構成メンバ構成メンバー
一般社団法人兵庫県宅地建物取引業協会

約4700社
公益社団法人全日本不動産協会兵庫県本部公益社団法人全日本不動産協会兵庫県本部

約1000社
一般社団法人兵庫県建築士事務所協会

約450名約450名
公益社団法人兵庫県不動産鑑定士協会

約260名

活動における工夫について
・ 加盟団体の担当レベルでコミニケーションを築く・ 加盟団体の担当レベルでコミニケ ションを築く
・ 各団体役員への丁寧な説明と依頼

・ 会員への危機感と必要性の認知
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・ 会員への危機感と必要性の認知



兵庫既存住宅活性協議会ビジネスモデルについて

瑕疵保険、シロアリ、設備保証、各種証明書発行
を標準とし 昭和 年以前の旧耐震基準 築 年を標準とし、昭和56年以前の旧耐震基準、築２０年
以上の住宅については、耐震診断をセットとした
商品の提供商品の提供

既存住宅アドバイザ インスペクタ 養成既存住宅アドバイザー・インスペクタ－養成

フ チ 適合住宅の認証フェニーチェ適合住宅の認証

般消費者PR実施（行政との連携）一般消費者PR実施（行政との連携）

耐震インスペクシ ンの開発
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耐震インスペクションの開発



兵庫既存住宅活性協議会活動における工夫について

商品化において
・ 最も必要とされている要素の選別と組み入れ
・ 他の協議会の実態調査
・ 保険法人・検査機関の違い特徴の洗い出しと

粘り強い交渉
・ 既存組織のネットワークを活用
・ 協力者を会員から選任（白アリ点検）
・ 最も消費者に近い現場から意見をフィードバック

↓↓
フェニーチェパック

5

チ ック



兵庫既存住宅活性協議会ビジネスモデルについて

消費者に必要な情報をまとめた
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兵庫既存住宅活性協議会ビジネスモデルについて

フェニーチェパックの運用開始
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兵庫既存住宅活性協議会活動における工夫について

普及と啓蒙
イベントや法定研修会などで度々広報したこと・ イベントや法定研修会などで度々広報したこと

・ 新聞報道等により情報がもたらされた

行政や協力団体との連携
国の方針に沿う事業に 我々の活動が合致した・ 国の方針に沿う事業に、我々の活動が合致した

・ 頻繁に情報交換を行ってきたこと
適宜助言を受け活動してきたこと・ 適宜助言を受け活動してきたこと

「耐震」に関するインスペクシ ンの標準化「耐震」に関するインスペクションの標準化
・ 既存システムを活用した点
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兵庫既存住宅活性協議会本年度事業の成果について

1.分かりやすく使いやすい商品（ツール）の提供
プ・商品構成の明確化とオプション商品の紹介

・フローによる商品利用のタイミングの表示
各・各専門家の所在と役割を示した

・低価格で信頼が得られることの提示
商 成上記により目標とした商品の完成と、運用できた。

またステップアップとして宅建業者向パックも準備中。

2.消費者に信頼される組織づくり
宅建協会 全 建築 事務所協会 動産鑑定宅建協会・全日、建築士事務所協会、不動産鑑定士
協会の各組織が連携しつつ客観性を堅持できる組織
とな た とが 消費者 信頼される組織とな た
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となったことが、消費者に信頼される組織となった。



兵庫既存住宅活性協議会本年度事業の成果について

3.普及と啓蒙、アドバイザー・インスペクター養成3.普及と啓蒙、アド イザ インス クタ 養成
普及と啓蒙は、計画以上の回数をこなした。
既存住宅アドバイザー養成講習会既存住宅アド イザ 養成講習会

3回開催 （約300名受講）
既存住宅アドバイザー登録者 全日１１名 宅建３５名既存住宅アド イザ 登録者 全日１１名 宅建３５名
フェニーチェパック取扱店登録業者

全日１０社 宅建３２社全日 社 宅建３ 社
＊現在登録希望業者数 ６９社

既存住宅インスペクター養成講習会
2回開催 20名登録
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回開催 名登録



兵庫既存住宅活性協議会本年度事業の成果について

4 行政や協力団体との連携4.行政や協力団体との連携
行政・関係団体との連携が進み、広報を中心に支援。
新たに2大都市の神戸市・姫路市とも連携が進んだ新たに2大都市の神戸市・姫路市とも連携が進んだ。

5 「耐震」に関するインスペクションの標準化5. 「耐震」に関するインスペクションの標準化
ほぼ、耐震インスペクションの手法については出来上
がったが 消費者の要望に沿ったフロ や費用面・がったが、消費者の要望に沿ったフローや費用面・
派遣方法など、実際の運用について詰めが出来て

いないいない。
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兵庫既存住宅活性協議会本年度事業の課題について

来年度に向けて自主運営体制の構築が課題

事業運営と企画を推進する要員が確保できなかった。

運営経費を生むスキームまでいかなかった。
消費者とアドバイザー・インスペクターのニーズに
沿ったフェニーチェパックのサービスを充実させ、
経費を捻出する。

金融機関との連携が進まなかった。
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兵庫既存住宅活性協議会今後の発展・普及に向けて

兵庫の特徴である兵庫の特徴である
「耐震」に関するインスペクションのまとめと提供

フェニーチェパックのオプションの充実とサービス拡大

郡部の空き家対策へフェニーチェパックの活用検証

建物評価手法を、鑑定士と建築士で行うこと
古民家などの文化的価値の評価古民家などの文化的価値の評価
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